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【要約】

　離島の地域支援の現状と課題を明らかにするた

めに、長崎県五島市の民生委員児童委員・主任児

童委員を対象に調査を行った。その結果、多くの

民生委員等が現状に課題を抱えながら支援を行っ

ており、①個人情報の壁と支援の困難性、②高齢

世帯の増加と支援力の限界、③仕事や家事等との

両立による業務負担と担い手の不足が重点的な課

題であると考えられた。今後、人口の減少と高齢

化が進む五島において、民生委員等が充実し積極

的に活動に取り組むための支援体制の構築が望ま

れる。

１．はじめに

　近年、離島ブームの影響を受け離島に多くの観

光客が押し寄せているが、離島の人口は減少傾向

にある。国土交通省の資料１）では、昭和30年か

ら平成22年の人口推移では、全国の人口が約４割

増加している一方で離島の人口は５割以上減少し

ており、過疎地域と離島の人口推移の比較では過

疎地域以上に人口の減少が激しいことが報告され

ている。また、同様に高齢者の比率では、平成２

年から平成22年の20年間で19%から34%と上昇し

ており、全国、過疎地域と比較しても高齢化率が

高い状況にある。

　我が国では平成29年に地域共生社会の実現が示

された。地域共生社会とは「制度・分野ごとの

「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超

えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』

として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を

超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひと

りの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく

社会」２）と規定されており、地域で支援を行う民

生委員等の役割はこれまで以上に大きくなると考

えられる。

　以上を背景に、本稿では、離島である長崎県五

島市の民生委員児童委員・主任児童委員を対象に

調査を実施することで離島における地域支援の現

状と課題について明らかにしていきたい。

２．五島市の概要

　長崎県五島市は五島列島の南西部に位置し、11

の有人島と52の無人島で構成されている。2004年

に福江市、富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿

町、奈留町の１市５町の合併により五島市として

誕生した。主産業は卸売業が34.5%、建設業

14.2%、医療、福祉12.3%と第三次産業が大きな

割合を占めている。

　人口は1980年代には６万人を超えていたが、そ

の後は年々減少し、2015年の人口は37,327人とな

り、将来推計予測では2045年には現在の約半分の

約18,000人まで減少することが見込まれている。

また、2025年には老年人口が生産年齢人口を上回

る予測が出ており、今後、人口の減少と高齢人口

の割合の増加が見込まれている（図１）。
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 図 1 五島市の人口推移と予測 2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 性別 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 民生委員等活動する中での困難性（未記入 6 名を除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 現在問題となっている（未記入 11 名を除く） 
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図１　五島市の人口推移と予測３）
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３．対象と方法

　先行研究及び五島市役所、五島市社会福祉協議

会、五島市民生委員児童委員連合会、五島市老人

クラブ連合会、五島老人福祉施設協議会等と会議

を行い、意見を基にアンケート表を作成した。作

成したアンケート表は五島市社会福祉協議会の協

力を得て、五島市内の民生委員児童委員・主任児

童委員（以下、民生員等）に配布、回収して頂い

た。アンケートは匿名、任意提出とした。回収し

たデータについてはSPSS Statistics Version26を
用い単純集計を行った。

４．結果

　配布数159に対し126名（回収数79%）から回答

を得た。表１に地区別人と回答数を示した。民生

委員等の地区は11地区に分かれており、人口が最

も多いのは福江地区で人口17,410人（民生委員等

の定数34名、現員数27）、最も少ないのは久賀地

区で328人（民生委員等の定数９名、現員数７）

である。また、奈留地区（奈留島）、久賀地区

（久賀島）は二次離島４）である。旧町村の中心地

区である福江地区、三井楽地区、玉之浦地区、岐

宿地区、奈留地区には人口が集中しているため民

生委員等の数も多い。性別では、男性が74名、女

性が51名、未記入が１名、で男性が59%を占めて

いた（図２）。年代別では、60代が最も多く60名、

次いで70代が46名で60代、70代で84%を占めてい

た。また、50代以下の民生委員等はいなかった

（表２）。表３に民生委員等の従事年数を示した。

最も多いのは「10年以上」で42名（33.3%）、次

いで「５年以上10年未満」が32名（25.4%）で、

５年以上が全体の58.7%を占めている。また、２

年目も26名（20.6%）おり、５年以上の経験年数

が比較的長い層と経験年数の浅い２年目の層が存

在していた。

表1　地区別人口５）と回答数

年代 度数 パーセント

50代 13 10.3

60代 60 47.6

70代 46 36.5

80代 6 4.8

未記入 1 0.8

合計 126 100.0

従事年数 度数 パーセント

1年目 5 4.0

2年目 26 20.6

3年目 8 6.3

4年目 9 7.1

5年以上
10年未満

32 25.4

10年以上 42 33.3

未記入 4 3.2

合計 126 100.0

表一覧 
 
表 1 地区別人口 3)と回答数 
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表 3 従事年数別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区 人口 回答数（人）

福江 17,410 19

玉之浦 1,385 15

岐宿 3,363 12

富江 4,735 17

三井楽 2,765 19

奈留 2,326 14

本山 2,497 8

崎山 1,709 6

奥浦 1,086 4

久賀 328 5

大浜 755 7

合計 38,359 126
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図２　性別

表２　年代別

年代 度数 パーセント

50代 13 10.3

60代 60 47.6

70代 46 36.5

80代 6 4.8

未記入 1 0.8

合計 126 100.0

従事年数 度数 パーセント

1年目 5 4.0

2年目 26 20.6

3年目 8 6.3

4年目 9 7.1

5年以上
10年未満

32 25.4

10年以上 42 33.3

未記入 4 3.2

合計 126 100.0
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表３　従事年数別

年代 度数 パーセント
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80代 6 4.8

未記入 1 0.8
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1年目 5 4.0

2年目 26 20.6

3年目 8 6.3

4年目 9 7.1

5年以上
10年未満

32 25.4

10年以上 42 33.3

未記入 4 3.2

合計 126 100.0
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（１） 民生委員等の活動をする中での困難性の有無

　図３に民生委員等の活動する中での困難性の有
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無を示した。全体では、120名のうち「困難性を

感じる」と回答した者は80名であり民生委員等の

全体の67%が困難を感じていた。各地区で見ると

福江地区83%（15名）、奈留地区85%（11名）、本

山地区87%（７名）、大浜地区71%（５名）で全

体平均より高い数値を示した。

　表４に困難と感じる内容を示した。92の記述回

答があったうち、最も多い回答は「個人情報の問

題」で43名であり、11地区中８地区の民生委員等

が回答した。具体的には、「個人情報があり情報

が入りにくい」などの活動を行う中で情報が提供

してもらえないため支援ができないといったこと

や、「個人情報のためどこまで踏み込んでいいか

難しい」といった支援を行う中でどこまで踏み込

んでいいかといった問題があげられた。島の人口

が集中している福江地区では「新興住宅地で個々

のつながりが薄く情報が入りづらい」という回答

もあった。次に多いのは「高齢者に関する問題」

である。具体的には、「独居高齢者への支援」や

「高齢者とのコミュニケーション」があげられた。

　次に、「業務の負担」で12名であった。具体的

には、「仕事との両立」や「頻繁に訪問できな

い」、「一人暮らしの話し相手になりたいが時間が

とれない」、「現在の活動の中で十分なのか考える

が、内容がハードになり負担が増えるので不安に

なる」、「担当数は少ないが範囲が広い」などがあ

げられた。また、「訪問に関する問題」では、「他

人の家に訪問しにくい」、「訪問した際に家族から

拒否的な態度を取られる」、「訪問を嫌がられる」

などがあげられた。「相談がない」では、「相談に

来る人がいない」、「地区のほとんどが身内のため

難しい」があげられた。

　また、「困難性がない」と回答した記述では、

「担当地区の人数が少なく、知り合いばかりなの

で活動しやすい」、「従事年数が長いので担当地区

の状況がわかっている」、「困難な事例の時には、

民生委員同士で話を聞いてもらったり、知恵をも

らったり、社協、役所の担当と相談する」といっ

た回答もあった。
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図３　民生委員等活動する中での困難性（未記入６名を除く）

表４　�困難性の具体的内容（複数回答あり、2名
以上から回答があった項目を記載）表 4 困難性の具体的内容（複数回答あり、2 名以上から回答があった項目を記載） 

 
 
表 5 現状問題になっていることの具体的内容（複数回答あり、2 名以上から回答があった

項目を記載 

 
 
表 6 地域で行われている活動の具体的内容（複数回答あり、2 名以上から回答があった項

目を記載） 

 

 
表 7 担当地区で今後生活上の課題や問題となりうることの具体的内容（複数回答あり、2
名以上から回答があった項目を記載） 

 

 

個人情報の問題 43
高齢者に関する問題 14
業務の負担 12
訪問に関する問題 5
相談がない 5
支援の範囲 3
障害者に関する問題 2
町内会未加入 2

買い物 25
高齢者に関する問題 22
交通の便 15
医療 7
ゴミ捨て 4
把握できていない 2
引きこもり 2

ミニデイ 36
サロン 25
老人会 17
児童関連 9
高齢者の会 8
挨拶運動 7
ボランティア等 6
活動がない 3
町づくり協議会 2

高齢者に関する問題 42
人口減少 11
医療 8
買い物 7
地域とのつながり 5
学校 5
交通 4
個人情報 4
ゴミ捨て 3

（２） 担当地域の住民の現状から問題になってい

ること

　図４に担当地域の住民の現状から問題になって

いることの有無を示した。全体では、115名のう

ち「問題がある」と回答した者は71名で民生委員

等の62%が現状に問題を感じていた。また、各地

区で見ると玉之浦地区79%（11名）、岐宿地区

75%（９名）、奈留地区85%（11名）、本山地区

71%（５名）、崎山地区80%（４名）で全体平均

より高い数値を示していた。

　表５に現在問題となっている内容を示した。80

の記述回答のうち最も多いのは、「買い物」に関

することで25名が回答した。具体的には「近くに

スーパーがない」、「免許を返納したため買い物に

いけない」などがあげられた。また、移動スー

パーのある地域でも「移動スーパーを利用してい

るが、くる時間が遅く大変かつ危険」、「移動スー

パーで購入した後の自宅までの移動」があげられ

た。次いで、「高齢者に関する問題」で22名が回

答した。具体的には「独居高齢者の日常生活（買

い出しやゴミ出しなど）」、「独居高齢者の外出」、

「独居高齢者の夜」、「独居高齢者の通院」、「認知

症の独居高齢者」など独居高齢者に関する回答が

多かった。また、「交通の便」の具体的内容で

は、「タクシー代がかかる」、「バスが予約制」、

「行きたい時間にいけない」、「交通手段がない」

などがあげられた。その他には「把握できていな

い」という回答もあった。

　また、「困難性がない」との回答した記述では

「隣人や友達、子どもたちからの支援で生活でき

ている」との回答があった。
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図４　現在問題となっている（未記入11名を除く）

表５　�現状問題になっていることの具体的内容（複
数回答あり、２名以上から回答があった項目
を記載）

表 4 困難性の具体的内容（複数回答あり、2 名以上から回答があった項目を記載） 
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個人情報の問題 43
高齢者に関する問題 14
業務の負担 12
訪問に関する問題 5
相談がない 5
支援の範囲 3
障害者に関する問題 2
町内会未加入 2

買い物 25
高齢者に関する問題 22
交通の便 15
医療 7
ゴミ捨て 4
把握できていない 2
引きこもり 2

ミニデイ 36
サロン 25
老人会 17
児童関連 9
高齢者の会 8
挨拶運動 7
ボランティア等 6
活動がない 3
町づくり協議会 2

高齢者に関する問題 42
人口減少 11
医療 8
買い物 7
地域とのつながり 5
学校 5
交通 4
個人情報 4
ゴミ捨て 3

（３）　担当地域で行われている活動の把握について

　図５に、担当地域で行われている活動の把握状

況について示した。全体合計では、122名のうち

「把握している」と回答した者は90名で民生委員

等の74%が活動を把握していた。各地区で見ると

玉之浦地区80％（12名）、岐宿地区100%（12名）、

奥浦地区100%（４名）、大浜地区86%（６名）、

奈留地区85%（11名）、三井楽地区78%（14名）、

崎山地区83%（５名）が高い数値を示していた。

　表６に地域で行われている活動の内容を示し

た。113の記述回答のうち最も多いのは、「ミニデ

イ」で36名、次いで「サロン」で25名、「老人会」

17名と高齢者関係の活動が把握されていた。「児

童関連」では、「子ども食堂」、「少年補導員の巡

回指導」、「児童クラブの見守り活動」、「子ども教

室」があげられた。「ボランティア活動」では、

「空き缶拾い」、「清掃活動」などがあった。ま

た、「活動がない」と回答した記述では、「場所が

ないのでサロン活動は無理がある」、「集会場の地

区が遠いため活動ができていない」といった記述

があった。
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（４）　 担当地区で今後生活上の課題や問題となり

うること

　図６に今後生活上の問題や課題となりうること

の有無について示した。全体合計では、115名の

うち「問題となる」と回答した者は94名で民生委

員等の82%が今後の将来性に問題があると回答し

ていた。地区別では福江地区83%（15名）、玉之

浦地区91%（10名）、岐宿地区82%（9名）、奈留

地区100%（13名）、崎山地区100%（5名）、大浜

地区86%（6名）では全体平均より高い位置を示

していた。

　表７に今後の生活で問題となりうることの内容

を示した。108の記述回答のうち最も多いのは、

「高齢者に関する問題」で42名が回答した。具体

的には「独居高齢者の災害時の避難」、「高齢者の

通院や買い物」、「認知症への対応」、「独居高齢者

の生活」、「高齢者が多く助け合いに限界があ

る」、「独居高齢者の増加」、「医療、サービスもな

い中での高齢者の限界」などがあげられた。「人

口の減少」では、「地域全体の活性化がなくな

る」、「若い人が少なくなり不自由になる」、「地域

の存続」、「（人口減少に伴う）行政機関の統合」、

「地域の担い手の不足」などがあげられた。「地域

とのつながり」では、「隣人間のコミュニケー

ション不足」や「個々のつながりが薄いところが

あるため、緊急の場合の助け合い」があげられ

た。「学校」と回答した記述では、「学校との連

携」、「学校統合で子供にとっての地域がなくな

る」や「離島留学制度６）によってもたらされる

影響」もあった。少数意見としては、「地区外か

らの転入者」や「お墓の管理」、「町内会未加入者

の増加」、「預金の出し入れ」などがあった。
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図６　�担当地区で今後生活上の課題や問題となり
うること（未記入11名を除く）

表７　�担当地区で今後生活上の課題や問題となり
うることの具体的内容（複数回答あり、２
名以上から回答があった項目を記載）

表 4 困難性の具体的内容（複数回答あり、2 名以上から回答があった項目を記載） 
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５．考察

（１）　個人情報の壁と支援の困難性

　本調査において個人情報の壁と支援の困難性が

問題点として多くあげられた。先行研究では、藤

永らは７）は、民生児童委員のインタビュー結果

から「個人情報保護法により情報が共有できない

ことや疾患をもつ人の支援判断の困難さが見守り

活動を困難にしていた」と述べている。また、本

土の民生委員へのアンケート調査を実施した柴田

は８）民生委員の活動の阻害要因として、「個人の

プライバシーへの対応と行政の情報開示が不十分

なことである」と述べている。また、工藤９）は、

「必要に応じて公的な情報も得られるが、システ

ムとして自動的に住民情報が入ってくるわけでは

なく、担当地域の世帯の全体像が把握できないこ

とや転出入に関しても時期に即応した情報が得ら

れないことが活動に不自由をきたすと考えられて

いた」と述べており、他地域においても個人情報

の壁と支援の困難性が指摘されている。

　平成22年の厚生労働省の民生委員に対する個人

情報の提供状況に関する調査では10）、136の市町

村のうち14.7%が民生委員に個人情報の提供を

行っていないと回答しており、提供していない理

由として、最も多いのは、「条例で禁止している」

65%、次いで「従来から提供していないため」

35%、「漏洩の恐れがあるため」30%、「住民の苦

情が予想されるため」20%であった。平成24年に

厚生労働省11）は要援護者の情報が適切に提供さ

れていないと指摘をするとともに情報提供の必要

性と自治体から民生委員・児童委員への個人情報

の提供に関する事例集を公表している。支援を行

う上で個人情報は必要であることから行政等から

の個人情報の提供が必要であると考えられる。

（２）　高齢世帯の増加と支援力の限界

　本調査の結果、「高齢者」に関する回答が多く

あった。五島市老人福祉計画・第７期介護保険事

業計画12）によると総世帯数に占める高齢者のい

る世帯は、平成22年は48.49%（8,868世帯）であっ

たが平成27年度には51.74%（8,966世帯）と割合

が増加している。また、そのうち高齢者単身世帯

は平成22年度に18.99%（3,472世帯）が平成27年

度には20.91%（3,623世帯）と特に単身高齢者世

帯の増加が見られる（表８）。同じく、五島市が

行った介護予防日常生活圏域ニーズ調査13）では、

「一人暮らし」と回答した291名中最も多い年齢区

分は85歳以上で103名、次いで80～84歳で60名と

年齢区分が上がるごとに単身高齢者世帯も増加し

ている（図７）。

　今後、単身の高齢者が増加する中で、民生委員

等の訪問活動による見守り等の必要性も高まると

考えられる。また、民生委員等においても表１で

示したように70代以上が41.3%を占めており、高

齢者への支援の増加と民生委員等の高齢化による

支援力の限界が課題として考えられる。

表８　�高齢者の世帯の状況（五島市調査結果より
作成）表 8 高齢者の世帯の状況（五島市調査結果より作成） 

 

世帯数 構成比 世帯数 構成比
総世帯数 18,287 17,328
高齢者のいる世帯 8,868 48.49% 8,966 51.74%
単身高齢者世帯 3,472 18.99% 3,623 20.91%
その他の同居世帯 5,396 29.51% 5,343 30.83%

平成22年 平成27年
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図７　�年齢区分ごとの単身者の状況（五島市調査
結果より作成）
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（３）　 仕事や家事等との両立による業務負担と担

い手の不足

　表４に示したように業務の負担の問題を抱える

民生委員等が多い。民生委員等は特別職の地方公

務員として規定されているが無報酬である。仕事

や家事と両立しながら業務を行う民生委員等も多

く、支援の充実を考える一方で仕事や家事との両

立が負担になっていると考えられる。

　五島市の民生委員児童委員、主任児童委員の充

足数を見ると、民生委員児童委員の定数は153名

に対し現員141名と10名の欠員、主任児童委員は

定数22名に対し現員18名で欠員４名と現在でも合

わせて14名の欠員状況にある。平成28年度の全国

の民生委員・児童委員の充足率は96.3であり全国

と比較しても充足率は低い14）。また、欠員の地域

については近隣地区の民生委員等が補う必要があ

ると考えられることから、詳しく知らない地域の

支援まで行うのは業務の負担を更に重くする可能

性がある。

　仕事や家事等と両立できるような業務の見直し

や報酬制度の見直しを図る必要があると考えられ

る。例えば、業務の軽減について、中島15）は、

担当地区のチーム制や公募制などの多様な方法、

研修や会議を土日や夜に行う方法をあげている。

有償化について後山16）は、民生委員活動の担い

手の減少について述べると共に「民生委員活動が

活性化するための一つの方法として有償化するシ

ステムについても考慮してもよいのではないか」

と述べており、今後の新たな見直しが必要だと考

えられる。

６．終わりに

　本稿では、離島の地域支援の現状と課題を明ら

かにするために五島市民生委員等を対象にアン

ケート調査を行った。民生委員等の多くが活動の

中で課題や負担を抱えながらも支援を行っている

と考えられた。

　図１で示したように、今後、五島市は高齢化と

人口の減少が進むことが予測されており、今後、

買い物や医療、交通問題など、これまで以上に大

きな問題に直面すると考えられる。

　これらの問題を解決するために、近年、買い物

支援としてドローン17）やＩＣＴを活用した遠隔

診療、無人バスなど様々な取り組みが行われてい

く中で、高齢者がこのような状況の変化にどう対

応していくのか、その中で民生委員等がどのよう

な役割を担う必要があるのだろうか。

　地域包括ケアシステムや共生社会の実現など、

地域へという流れの中で民生委員等の担う役割は

大きい。そのためには、民生委員等が充実して積

極的な活動に取り組むための新たな支援体制の構

築が望まれる。
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